


































































































































































































































































































































































苦 難が 象徴 的に現 れる政策 課題 ・時事 問題を 提示
し， これか らの社会 のあ り方， 個人 の生 き方 を研
究 させ てい るII）。
上 の ような各 学年 によ って時空 間的広 がりを 異
にする諸 現象を対 象化 し，捉 え る枠 組 みと して設
定さ れて いる のが， ７つ のス タンダ ード（歴史，
社会 のな かの人 間， 地 理，政治 ，経 済， 市民 の権
利 と責 任， 社会研 究 の技能 と方 法） であ る。 概 要
を表 ２に示 した。 これ らの スタ ンダード は， ① 社
会研究 に求 め られる ６つ の学問 的視点 （内容 スタ
ンダ ード） と②共通 の方 法論 （方 法スタ ンダード）
の２領 域で構成 さ れる。 いず れにおい て も， ①歴
史学 ，社 会学， 地理学 ，政治 学， 経済学 ，法学 の
視点 に 由来 す る研究課 題 ＝見 方 ・考え方 と， ②資
料 の読 み取 り， 分析 ・ま とめ，表 現 のし方な ど の
技法 が，体系 的 に整理 さ れて い る。
ＯＨＣ で は， これ ら ７つ の スタ ンダードを， 匚歴
史」で は歴史 のみ，「‾公民 」で は政治 ・経済 のみ…
と分 断して学 ば せるこ と はしない。 あ くまで ７領
域を等 し く全 て の学 年 に配当 し， 学 際的 な研究 に
挑 戦 させ る。 なぜ な ら 匚市民 性 に係 わるあ らゆ る
現 実 世 界 の 出 来 事 は， 本 来 に お い て 全 体 論 的
(holistic) であ り， 多学 問的 だか ら」12）であ る。 こ
の点 を ＯＨＣ は以 下 のよ うに正当 化す る。
学際的カリキュラムは，一連の内容領域を横断する。
そうすることで，幾つ もの断面を統合する包括的な










例え ば， 第 ７学年 で 厂シル クロ ード の交易 」を
テ ーマに授業 をつ くる と仮定 する。 する と， 少 な
くと も以 下 ３つ のス タンダ ードが関 係して くる。
ゆえ に教 師 は， こ こに示 唆さ れた課題 と内容 上 の




学 年と主 題お よび主 題説 明の 冒頭部 位置づ け
Ｋ


































































【世 界研 究：紀 元前1000 年の古
代文明 から　1750年の第1 次グ








【合衆 国研 究:1607 年 の移 民か








【世界 研究:1750 年革 命期か ら







【合衆 国研 究:1877 年 の再建 期





















Ohio Department of  Education, Academic Gのntent Standard,尺-72
Social Studies, Center for Curriculum and Assessment, ０伍ce of
Curriculum and Instruction, 2004, pp.9-12,より作成 。
＜ 社 会 の な か の 人 間 ＞
２ ． シ ル ク ロ ー ド 交 易 と 十 字 軍 が ， 関 係 し た 人 々 の
文 化 に 与 え た 影 響 を 説 明 さ せ る 。
＜ 地 理 ＞
５ ．場 所 相 互 間 の ヒ ト ・ モ ノ ・ 情 報 の 伝 播 を 促 進 さ
せ る ， お る い は 阻 害 す る 地 理 的 要 因 と 過 程 を
記 述 さ せ る 。 例 え ば ，ａ 自 然 的 特 徴 ，ｂ 文 化 ， Ｃ
戦 争 ， ｄ 交 易 ， ｅ 科 学 技 術 の 革 新
















































































































































































































































































含 む多 様な 資
抖を活用して，
重 要な 言葉 の
意 味を 明ら か
にする。また研
究プ ロ ジェ ク
ト のた め の情
報を収集する。

















4. 絵 グラフや 棒
グラフ，線グラ
フ，円グラフ，
表お よび フ ロ





含 めた 研究 プ

















的 な態 度 で返
答する，ｃ ｸﾞｼﾚ


















Ohio Department  of Educalioa A。由77たら 心'iitStcDidcQ-d, K-12 旅 心/洫 血 夕■, Center for Cui㎡culum  and AssessmenねOffice of Curriculum and Instruction, 2004,















































































































































































































































































































































































































































































































































James Ｃ. Schott,“In egrating the Ｃ
ｕｒricｕhlm”, Teaching
the Social Sciences And History in Sec ndarアSchool,


























8) Ohio　Department　of Education, Academic　Content
Standard＼ K-12 Social Stu･dies, Center for Curricu］.um
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18）http://iｍs.ｏｄｅ.state.0h.ｕs/ODE/IMS/Lessons/W eb－
Content/CSS LP 05 BA Lll 10しOl.pdf19) Ohio Department of Education, op.cit.8), p.36.
20
）前掲書l), pp.25-260
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